
多職種で取り組もう 
重症患者さんの観察力アップ 

 
基礎編：敗血症患者さんの所見は 

何を考えてとってるの？ 

Zoomミーティングを用いたオンラインセミナー 

2022年 
日 時 7月31日 9:30-15:00 日 

オン  
ライン  
講義 

グループ
ディス  

カッション 

①フィジカルアセスメントの実際 （徳島大学病院：吉田奈緒美先生） 
②急性期リハビリテーションの実際 （岡山市立市民病院：山本勲先生） 
③人工呼吸器管理における実際（川崎医科大学総合医療センター：西海創先生） 

④急性期薬剤管理の実際 （JA尾道総合病院：吉廣尚大先生） 

⑤急性期栄養管理の実際 （倉敷中央病院：高瀬綾子先生） 

グループディスカッション 
〇フィジカルアセスメントの実際 
〇事例をもとに急性期～慢性期管理における専門職のスペシャリティを
発揮した多職種チームアプローチ 

メインファシリテーター  倉敷中央病院 急性・重症患者看護専門看護師 
                 特定看護師    北別府孝輔 

（対象）集中治療室に勤務する医療スタッフ 看護師、理学療法士、臨床工学士など 
（定員）:80名 
（参加費） 会員：5000円  非会員：7000円 
（参加申込み）https://www.kwcs.jp/jsicm-cs6/semi-2.html 

         右記のQRコードからも申し込み可能です 

（申込期限）7月15日（金）正午 

日本集中治療医学会中国四国支部会 

担当：高橋健二  E-ｍail：tyuushi.seminar@ymail.ne.jp 
お問い合わせ 

日本集中治療医学会 
中国・四国支部会主催セミナー 

本セミナーでは、敗血症患者症例を基にディスカッションを行います。 
下記の資料を参考資料として閲覧して頂くようお願い致します。 

参考資料： 
・日本版敗血症診療ガイドライン2020：https://www.jsicm.org/pdf/jjsicm28Suppl.pdf 
・PADISガイドライン（日本語訳）：https://www.sccm.org/getattachment/Clinical-

Resources/Guidelines/Guidelines/Guidelines-for-the-Prevention-and-
Management-of-Pa/PADIS-Guidelines-Japanese-2019.pdf?lang=en-US 

・日本集中治療医学会HP PICS集中治療後症候群：https://www.jsicm.org/provider/pics.html 
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